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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤外線発光ダイオード（Ｄ１）に所定の電流を供給して赤外線信号を送信する送信装置
（２）と、
　前記赤外線信号を受光する受信部（１０ｂ）が前面側または下面側に位置する本体ケー
シング（１０）と、
を備え、
　前記送信装置（２）は、
　基板（２０）と、
　前記基板（２０）上に形成され、前記赤外線発光ダイオード（Ｄ１）に第１電流を供給
するための第１電子部品群が実装される第１送信回路用配線パターン（１１）と、
　前記基板（２０）上に形成され、前記赤外線発光ダイオード（Ｄ１）に前記第１電流と
異なる第２電流を供給するための第２電子部品群が実装される第２送信回路用配線パター
ン（１２）と、
を有し、
　前記受信部（１０ｂ）が前面側に位置する前記本体ケーシング（１０）に対応する前記
送信装置（２）では、前記第１電子部品群が前記第１送信回路用配線パターン（１１）に
実装され、
　前記受信部（１０ｂ）が下面側に位置する前記本体ケーシング（１０）に対応する前記
送信装置（２）では、前記第２電子部品群が前記第２送信回路用配線パターン（１２）に
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実装される、
空調室内機（１）。
【請求項２】
　前記赤外線発光ダイオード（Ｄ１）に前記第２電流が供給されたときの赤外線発光強度
は、前記赤外線発光ダイオード（Ｄ１）に前記第１電流が供給されたときよりも大きい、
請求項１に記載の空調室内機（１）。
【請求項３】
　前記第２電子部品群は、
　前記第１電子部品群との間で共通の共通電子部品群と、
　前記第１電子部品群との間で共通でない非共通電子部品群と、
を含み、
　前記第１送信回路用配線パターン（１１）に前記第１電子部品群が実装されているとき
、前記第２送信回路用配線パターン（１２）に前記非共通電子部品群が実装されていない
、
請求項１に記載の空調室内機（１）。
【請求項４】
　前記第１電子部品群は少なくとも、
　前記赤外線発光ダイオード（Ｄ１）のカソード側ラインにコレクタ端子が接続されるス
イッチング素子（Ｑ１）と、
　前記スイッチング素子（Ｑ１）のベース端子側ラインに直列接続されるジャンパ線（Ｊ
Ｐ）と、
を含み、
　前記第２電子部品群の共通電子部品群は、前記第１電子部品群から前記ジャンパ線（Ｊ
Ｐ）を除いた電子部品群から成る、
請求項３に記載の空調室内機（１）。
【請求項５】
　前記非共通電子部品群が前記第２送信回路用配線パターンに実装されることによって、
前記第１スイッチング素子（Ｑ１）のベース電流を増大させるための回路が形成される、
請求項４に記載の空調室内機（１）。
【請求項６】
　前記第２送信回路用配線パターン（１２）は、前記第１送信回路用配線パターン（１１
）との間で共通の共通配線パターンを含み、
　前記共通電子部品群が、前記共通配線パターンに前記第１電子部品群の実装配列と同じ
配列で実装される、
請求項３に記載の空調室内機（１）。
【請求項７】
　前記第２送信回路用配線パターン（１２）は、前記第１送信回路用配線パターン（１１
）との間で共通の共通配線パターンを含む、
請求項１に記載の空調室内機（１）。
【請求項８】
　請求項１に記載の空調室内機が備える送信装置の製造方法であって、
　基板（２０）上に、
　前記赤外線発光ダイオード（Ｄ１）に第１電流を供給するための第１電子部品群が実装
される第１送信回路用配線パターン（１１）と、
　前記赤外線発光ダイオード（Ｄ１）に前記第１電流と異なる第２電流を供給するための
第２電子部品群が実装される第２送信回路用配線パターン（１２）と、
が形成され、
　前記送信装置が前記赤外線発光ダイオード（Ｄ１）に前記第１電流を供給するための装
置として用いられるとき、前記第１送信回路用配線パターン（１１）に前記第１電子部品
群が実装され、前記第２送信回路用配線パターン（１２）には前記第２電子部品群が実装
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されない、
送信装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は空調室内機に関し、特に、赤外線発光ダイオードを介して赤外線信号を送信す
る送信装置を備えた空調室内機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ワイヤレス・リモートコントロール・ユニット（以後、リモコンとよぶ）は、赤外線発
光ダイオードを介して赤外線信号を送信する送信回路を備えている。赤外線発光ダイオー
ドから発せられる赤外線信号の強度は、その赤外線発光ダイオードに供給される電流値で
決定される。したがって、送信の対象となる機器の機種ごとに赤外線信号の強度が異なれ
ば、それに応じた数のリモコンが必要となる。
【０００３】
　しかし、機種ごとに異なるリモコンを揃えることは部品および組立の面でコスト増とな
るので、コスト低減を目的とする様々な回路が検討されている。例えば、特許文献１（特
開２００３－１４８７９０号公報）では、空調機及びリモコンそれぞれが機種別情報を共
有し、リモコンが送信対象となる空調機の機種に合わせて内部設定を変更する技術が開示
されている。また、特許文献２（特開２００６－３１１０５３号公報）では、リモコンが
複数の送信回路を備え、スイッチによって送信回路を選択する技術が開示されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の技術によれば、１つのリモコンが多機種の空調機に対応することができる
ので標準化による管理コストの低減は可能であるが、大容量メモリ及び全機種に対応した
電子部品が実装されるので部品コストは増加する。また、特許文献２の技術によればスイ
ッチを切り替えるための回路が必要であり、その分の部品コストが増加する。つまり、両
者とも部品コストの増加を伴う。
【０００５】
　本発明の課題は、赤外線発光ダイオードに供給すべき電流に応じて、必要な電子部品群
のみを実装させ、且つその電子部品群が実装される基板は兼用される、赤外線信号の送信
装置を備えた空調室内機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１観点に係る空調室内機は、赤外線発光ダイオードに所定の電流を供給して
赤外線信号を送信する送信装置と、赤外線信号を受光する受信部が前面側または下面側に
位置する本体ケーシングとを備えている。送信装置は、基板と、第１送信回路用配線パタ
ーンと、第２送信回路用配線パターンとを有している。第１送信回路用配線パターンは、
基板上に形成され、赤外線発光ダイオードに第１電流を供給するための第１電子部品群が
実装される。第２送信回路用配線パターンは、基板上に形成され、赤外線発光ダイオード
に第１電流と異なる第２電流を供給するための第２電子部品群が実装される。そして、受
信部が前面側に位置する本体ケーシングに対応する送信装置では、第１電子部品群が第１
送信回路用配線パターンに実装される。また、受信部が下面側に位置する本体ケーシング
に対応する送信装置では、第２電子部品群が第２送信回路用配線パターンに実装されるこ
とが選択的に行われる。
【０００７】
　この送信装置では、赤外線発光ダイオードに必要電流を供給するために最低限必要な部
品だけが実装されるので、部品点数の増加によるコスト増加が抑制される。
【０００８】
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　本発明の第２観点に係る空調室内機は、第１観点に係る空調室内機であって、赤外線発
光ダイオードに第２電流が供給されたときの赤外線発光強度は、赤外線発光ダイオードに
第１電流が供給されたときよりも大きい。
【０００９】
　この送信装置では、１つの基板を用いて赤外線発光強度の異なる複数の送信装置のいず
れか１つを製作することができるので、赤外線発光強度の大きさごとに基板を替える必要
がない。
【００１０】
　本発明の第３観点に係る空調室内機は、第１観点に係る空調室内機であって、第２電子
部品群が、第１電子部品群との間で共通の共通電子部品群と、第１電子部品群との間で共
通でない非共通電子部品群とを含んでいる。そして、第１送信回路用配線パターンに第１
電子部品群が実装されているとき、第２送信回路用配線パターンに非共通電子部品群は実
装されていない。
【００１１】
　この送信装置では、第１送信回路用配線パターンに第１電子部品群が実装されるとき、
第２送信回路用配線パターンには非共通電子部品群は実装されないので、その分の部品点
数が低減される。
【００１２】
　本発明の第４観点に係る空調室内機は、第３観点に係る空調室内機であって、第１電子
部品群が少なくとも、スイッチング素子とジャンパ線とを含んでいる。スイッチング素子
は、赤外線発光ダイオードのカソード側ラインにコレクタ端子が接続される。ジャンパ線
は、スイッチング素子のベース端子側ラインに直列接続される。第２電子部品群の共通電
子部品群は、第１電子部品群からジャンパ線を除いた電子部品群から成る。
【００１３】
　この送信装置では、第１電子部品群からジャンパ線を除くだけで第２電子部品群の共通
電子部品群を成すので、例えば送信装置の生産において、赤外線発光ダイオードに第１電
流を供給するための送信装置の生産量が減少し第２電流を供給するための送信装置の生産
量が増加した場合でも、部品転用が容易である。
【００１４】
　本発明の第５観点に係る空調室内機は、第４観点に係る空調室内機であって、非共通電
子部品群が第２送信回路用配線パターンに実装されることによって、第１スイッチング素
子のベース電流を増大させるための回路が形成される。
【００１５】
　この送信装置では、第１電流と第２電流との差は非共通電子部品群によって決まるので
、赤外線発光強度をさらに大きくする送信装置が必要な場合、つまり赤外線発光ダイオー
ドに第１電流および第２電流と異なる電流を供給するための送信装置が必要な場合は、非
共通電子部品群を変更すればよく、機種拡大が容易である。
【００１６】
　本発明の第６観点に係る空調室内機は、第３観点に係る空調室内機であって、第２送信
回路用配線パターンが、第１送信回路用配線パターンとの間で共通の共通配線パターンを
含んでいる。共通電子部品群は、共通配線パターンに第１電子部品群の実装配列と同じ配
列で実装される。
【００１７】
　この送信装置では、赤外線発光ダイオードに第１電流を供給する送信装置および第２電
流を供給する送信装置のどちらが製作されるのかに関係なく、共通配線パターンに共通電
子部品群を実装するためのサブアセンブリを事前に行なっていても無駄にならないので、
生産性が向上する。
【００１８】
　本発明の第７観点に係る空調室内機は、第１観点に係る空調室内機であって、第２送信
回路用配線パターンが、第１送信回路用配線パターンとの間で共通の共通配線パターンを
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含んでいる。この送信装置では、共通配線パターンの形成によって省配線化が図られるの
で、配線に関わるコストが低減される。
【００１９】
　本発明の第８観点に係る送信装置の製造方法は、第１観点に係る空調室内機が備える送
信装置の製造方法であって、基板上に、第１送信回路用配線パターンと、第２送信回路用
配線パターンとが形成される。第１送信回路用配線パターンには、赤外線発光ダイオード
に第１電流を供給するための第１電子部品群が実装される。第２送信回路用配線パターン
には、赤外線発光ダイオードに第１電流と異なる第２電流を供給するための第２電子部品
群が実装される。送信装置が赤外線発光ダイオードに第１電流を供給するための装置とし
て用いられるとき、第１送信回路用配線パターンに第１電子部品群が実装され、第２送信
回路用配線パターンには第２電子部品群が実装されない。
【００２０】
　この送信装置の製造方法では、赤外線発光ダイオードに供給される電流は、製造時に基
板に実装される電子部品群が選択されることによって決まるので、切り替え用のスイッチ
手段などを備える必要がない。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の第１観点に係る空調室内機では、赤外線発光ダイオードに必要電流を供給する
ために最低限必要な部品だけが実装されるので、部品点数の増加によるコスト増加が抑制
される。
【００２２】
　本発明の第２観点に係る空調室内機では、１つの基板を用いて赤外線発光強度の異なる
複数の送信装置のいずれか１つを製作することができるので、赤外線発光強度の大きさご
とに基板を替える必要がない。
【００２３】
　本発明の第３観点に係る空調室内機では、第１送信回路用配線パターンに第１電子部品
群が実装されるとき、第２送信回路用配線パターンには非共通電子部品群は実装されない
ので、その分の部品点数が低減される。
【００２４】
　本発明の第４観点に係る空調室内機では、第１電子部品群からジャンパ線を除くだけで
第２電子部品群の共通電子部品群を成すので、部品転用が容易である。
【００２５】
　本発明の第５観点に係る空調室内機では、第１電流と第２電流との差は非共通電子部品
群によって決まるので、機種拡大が容易である。
【００２６】
　本発明の第６観点に係る空調室内機では、共通配線パターンに共通電子部品群を実装す
るためのサブアセンブリを事前に行なっていても無駄にならないので、生産性が向上する
。
【００２７】
　本発明の第７観点に係る空調室内機では、共通配線パターンの形成によって省配線化が
図られるので、配線に関わるコストが低減される。
【００２８】
　本発明の第８観点に係る送信装置の製造方法では、赤外線発光ダイオードに供給される
電流は、製造時に基板に実装される電子部品群が選択されることによって決まるので、切
り替え用のスイッチ手段などを備える必要がない。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本実施形態に係る送信装置が使用されるリモコン、及びその被送信機器である空
調室内機の概略図。
【図２】第１リモコンに搭載される第１送信回路の回路図。
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【図３】第２リモコンに搭載される第２送信回路の回路図。
【図４】（ａ）基板の第１送信回路用配線パターン部分の平面図、（ｂ）基板の第２送信
回路用配線パターン部分の平面図。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　図１は、本実施形態に係る送信装置が使用されるリモコン、及びその被送信機器である
空調室内機の概略図である。図１において、空調室内機１は、第１の空調室内機１Ａと第
２の空調室内機１Ｂの２機種が存在する。第１の空調室内機１Ａは、ワイヤレス・リモー
トコントロール・ユニット２（以後、リモコン２とよぶ）からの赤外線を受ける受光部１
０ａが本体ケーシング１０の前面側にある。また、第２の空調室内機１Ｂは、リモコン２
からの赤外線を受ける受光部１０ｂが本体ケーシング１０の下面側にある。
【００３１】
　第２の空調室内機１Ｂの受光部１０ｂは本体ケーシング１０の下面側にあるので、リモ
コン２から発せられる赤外線は、直に受光部１０ｂに入るよりも壁や物体に反射して受光
部に入る確率が高い。リモコン２からの赤外線強度が小さい場合、その強度が反射によっ
てさらに減衰し第２の空調室内機１Ｂが反応しない可能性があるので、赤外線発光強度は
大きいほうが好ましい。
【００３２】
　また、図１のような受光部が本体ケーシング１０の前面部または下面部にあるという条
件だけでなく、受光部が同じ場所に位置している空調室内機であっても、リモコン２の赤
外線強度が異なることもある。説明の便宜上、赤外線強度の小さい側のリモコン２を第１
リモコン２Ａと呼び、赤外線強度の大きい側のリモコン２を第２リモコン２Ｂと呼ぶ。
【００３３】
　（第１送信回路２１）
　図２は、第１リモコンに搭載される第１送信回路の回路図である。図２において、第１
送信回路２１は、基板２０上に搭載されており、赤外線発光ダイオードＤ１、第１トラン
ジスタＱ１、第１抵抗Ｒ１、第２抵抗Ｒ２、及びジャンパ線ＪＰを含んでいる。
【００３４】
　赤外線発光ダイオードＤ１は、供給される電流に対応する強度の赤外線を発光する。第
１トランジスタＱ１は、赤外線発光ダイオードＤ１への電流の供給および遮断を行うスイ
ッチング素子であり、そのコレクタ端子が赤外線発光ダイオードＤ１のカソード端子に接
続される。また、エミッタ端子は接地されている。
【００３５】
　第１抵抗Ｒ１は、赤外線発光ダイオードＤ１に供給される電流を制限する抵抗であり、
一方の端子が赤外線発光ダイオードＤ１のアノード端子に接続され、他方の端子が電源Ｖ
ｃｃに接続される。
【００３６】
　第２抵抗Ｒ２は、第１トランジスタＱ１のベース電流を制限する抵抗であり、一方の端
子が第１トランジスタＱ１のベース端子に接続される。ジャンパ線ＪＰは、一方の端子が
第２抵抗Ｒ２に接続され、他方の端子はマイコン（図示せず）の信号ライン上に接続され
る。ジャンパ線ＪＰは、基板２０上に第１送信回路２１が搭載されないときは、実装され
ない。
【００３７】
　第１送信回路２１では、マイコンから第１トランジスタＱ１のベース端子に対して所定
電圧の信号が出力されることによって、コレクタ端子とエミッタ端子間とがオンし、赤外
線発光ダイオードＤ１に電源Ｖｃｃから第１電流が供給され赤外線発光ダイオードＤ１が
発光する。
【００３８】
　第１トランジスタＱ１、第１抵抗Ｒ１、第２抵抗Ｒ２、及びジャンパ線ＪＰは、赤外線
発光ダイオードＤ１に第１電流を供給するための電子部品群であり、以後の説明の便宜上
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、第１電子部品群２１０とよぶ。
【００３９】
　（第２送信回路２２）
　図３は、第２リモコンに搭載される第２送信回路の回路図である。図３において、第２
送信回路２２は、基板２０上に搭載されており、赤外線発光ダイオードＤ１、第１トラン
ジスタＱ１、第１抵抗Ｒ１、第２抵抗Ｒ２、第２トランジスタＱ２、第３抵抗Ｒ３、及び
第４抵抗Ｒ４を含んでいる。
【００４０】
　第２送信回路２２における赤外線発光ダイオードＤ１、第１トランジスタＱ１、第１抵
抗Ｒ１および第２抵抗Ｒ２の機能は、第１送信回路２１におけるそれらの機能と同様であ
るので、説明を省略する。
【００４１】
　第２トランジスタＱ２は、第１トランジスタＱ１のベース電流の供給および遮断を行う
スイッチング素子であり、そのコレクタ端子は電源Ｖｃｃに接続され、そのエミッタ端子
は第２抵抗Ｒ２に接続される。
【００４２】
　第３抵抗Ｒ３は、一方の端子が第２トランジスタＱ２のベース端子に接続され、他方の
端子はマイコンの信号ライン上に接続される。
【００４３】
　第２送信回路２２では、マイコンから第２トランジスタＱ２のベース端子に対して所定
電圧の信号が出力されることによって、第２トランジスタＱ２のコレクタ端子とエミッタ
端子間とがオンし、それによって第１トランジスタＱ１のベース端子にベース電流が流れ
、第１トランジスタＱ１のコレクタ端子とエミッタ端子間とがオンし、赤外線発光ダイオ
ードＤ１に電源Ｖｃｃから第２電流が供給され赤外線発光ダイオードＤ１が発光する。
【００４４】
　第１トランジスタＱ１、第１抵抗Ｒ１、第２抵抗Ｒ２、第２トランジスタＱ２、第３抵
抗Ｒ３、及び第４抵抗Ｒ４は、赤外線発光ダイオードＤ１に第２電流を供給するための電
子部品群であり、以後の説明の便宜上、第２電子部品群２２０とよぶ。
【００４５】
　また、第２送信回路２２の第１トランジスタＱ１、第１抵抗Ｒ１、及び第２抵抗Ｒ２は
、第１送信回路２１との間で共通であるので、以後の説明の便宜上、共通電子部品群２２
１とよぶ。第１電子部品群２１０からジャンパ線ＪＰを除くだけで第２電子部品群２２０
の共通電子部品群２２１を成すので、例えば、リモコン２の生産計画において第１送信回
路２１を搭載する第１リモコン２Ａの生産量が減少し、第２送信回路２２を搭載する第２
リモコン２Ｂの生産量が増加した場合でも、部品転用が容易である。
【００４６】
　また、第２トランジスタＱ２、第３抵抗Ｒ３、及び第４抵抗Ｒ４は、第１送信回路２１
との間で共通ではないので、以後の説明の便宜上、非共通電子部品群２２２とよぶ。非共
通電子部品群２２２が基板２０上に実装されることによって、第１スイッチング素子Ｑ１
のベース電流を増大させるための回路が形成される。つまり、第１スイッチング素子Ｑ１
のベース電流が大きいほど、赤外線発光ダイオードＤ１に供給される電流は大きくなり、
赤外線発光ダイオードＤ１の電流が大きくなるほど、赤外線発光ダイオードＤ１の発光強
度は強くなる。
【００４７】
　つまり、第２送信回路２２によって電源Ｖｃｃから赤外線発光ダイオードＤ１へ供給さ
れる第２電流は、第１送信回路２１によって電源Ｖｃｃから赤外線発光ダイオードＤ１へ
供給される第１電流よりも大きく、赤外線発光ダイオードＤ１の発光強度も強い。そうす
ると、第１電流と第２電流との差は非共通電子部品群２２２によって決まることになり、
赤外線発光強度をさらに大きくする送信装置が必要な場合、非共通電子部品群２２２を変
更すればよい。
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【００４８】
　第１リモコン２Ａと第２リモコン２Ｂとは、第１送信回路２１と第２送信回路２２との
間に構成の差があるが、その他は同じで構成ある。それゆえ、基板２０上に配線パターン
をスクリーン印刷する際、基板２０を第１送信回路２１及び第２送信回路２２のいずれの
回路にも対応可能な配線パターン１０を有するようにすることによって、機種ごとに基板
を製作する必要がなく、製造コスト増大を抑制することができる。以下、図面を用いて具
体例を説明する。
【００４９】
　図４（ａ）は基板の第１送信回路用配線パターン部分の平面図であり、（ｂ）は基板の
第２送信回路用配線パターン部分の平面図である。図４（ａ）において、第１送信回路用
配線パターン１１は、破線で囲まれた配線パターン１１０と一点鎖線で囲まれた配線パタ
ーン１１１とから成る。また、第２送信回路用配線パターン１２は、破線で囲まれた配線
パターン１１０と二点鎖線で囲まれた配線パターン１１２とから成る。
【００５０】
　破線で囲まれた配線パターン１１０は、第１送信回路用配線パターン１１と第２送信回
路用配線パターン１２との間で共通であるので、以後、共通配線パターン１１０とよぶ。
この共通配線パターン１１０が形成されることによって省配線化が図られるので、配線に
関わるコストが低減される。
【００５１】
　本実施形態では、１つの基板２０上に、第１送信回路用配線パターン１１と第２送信回
路用配線パターン１２とが形成されているので、第１送信回路用配線パターン１１に第１
電子部品群２１０が実装されることによって赤外線発光ダイオードＤ１に第１電流を供給
するための第１送信回路２１が製作される。また、第２送信回路用配線パターン１２に第
２電子部品群２２０が実装されることによって、赤外線発光ダイオードＤ１に第２電流を
供給するための第２送信回路２２が製作される。
【００５２】
　また、第２電子部品群２２０の共通電子部品群２２１は、共通配線パターン１１０に第
１電子部品群２２０の実装配列と同じ配列で実装されるので、第１送信回路２１を搭載す
る第１リモコン２Ａおよび第２送信回路２２を搭載する第２リモコン２Ｂのどちらが生産
されるのかに関係なく、共通配線パターン１１０に共通電子部品群２２１を実装するため
のサブアセンブリを事前に行なっていても無駄にならない。
【００５３】
　また、上記のような製造方法によって、赤外線発光ダイオードＤ１に供給される電流は
、製造時に基板２０上の配線パターン１０（第１送信回路用配線パターン１１及び第２送
信回路用配線パターン１２を含む）に実装される電子部品群として、第１電子部品群２１
０又は第２電子部品群２２０のどちらが選択されるかによって決まるので、切り替え用の
スイッチ手段などを備える必要がない。
【００５４】
　以上のように、外観が全く同じであっても、第１リモコン２Ａであるならば、基板２０
上の第１送信回路用配線パターン１１に第１電子部品群２１０が実装され、第２送信回路
用配線パターン１２には第２電子部品群２２０が実装されていない。また、第２リモコン
２Ｂであるならば、基板２０上の第２送信回路用配線パターン１２に第２電子部品群２２
０が実装され、第１送信回路用配線パターン１１には第１電子部品群２１０が実装されて
いない。
【００５５】
　なお、第１電子部品群２１０と第２電子部品群２２０との間には、共通電子部品群２２
１が存在するが、第１電子部品群２１０は赤外線発光ダイオードＤ１に第１電流を流すた
めの電子部品群であるので、共通電子部品群２２１だけでは赤外線発光ダイオードＤ１に
第１電流を流すことはできず、第１電子部品群２１０が実装されているとは言えない。
【００５６】
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　同様に、第２電子部品群２２０は、赤外線発光ダイオードＤ１に第２電流を流すための
電子部品群であり、共通電子部品群２２１だけでは赤外線発光ダイオードＤ１に第２電流
を流すことはできず、第２電子部品群２２０が実装されているとは言えない。
【００５７】
　＜特徴＞
　（１）
　第１リモコン２Ａおよび第２リモコン２Ｂでは、基板２０上に、第１送信回路用配線パ
ターン１１と第２送信回路用配線パターン１２とが形成されている。第１リモコン２Ａと
して利用されるとき、第１送信回路用配線パターン１１には赤外線発光ダイオードＤ１に
第１電流を供給するための第１電子部品群２１０が実装される。また、第２リモコン２Ｂ
として利用されるとき、第２送信回路用配線パターン１２には赤外線発光ダイオードＤ１
に第２電流を供給するための第２電子部品群２２０が実装される。つまり、第１電子部品
群２１０が第１送信回路用配線パターン１１に実装されること、又は第２電子部品群２２
０が第２送信回路用配線パターン１２に実装されることは選択的に行われる。その結果、
第１リモコン２Ａ又は第２リモコン２Ｂには、赤外線発光ダイオードＤ１に必要電流を供
給するために最低限必要な部品だけが実装されることが可能となるので、部品点数の増加
によるコスト増加が抑制され、その結果、製造コストの低減が可能となる。
【００５８】
　（２）
　また、１つの基板２０を用いて赤外線発光強度の異なる第１リモコン２Ａ又は第２リモ
コン２Ｂのいずれか１つを製作することができるので、赤外線発光強度の大きさごとに基
板を替える必要がない。
【００５９】
　（３）
　また、第２電子部品群２２０が、第１電子部品群２１０との間で共通の共通電子部品群
２２１と、第１電子部品群２１０との間で共通でない非共通電子部品群２２２とを含んで
いる。第１送信回路用配線パターン１１に第１電子部品群２１０が実装されるとき、第２
送信回路用配線パターン１２に非共通電子部品群２２２は実装されていないので、その分
の部品点数が低減される。
【産業上の利用可能性】
【００６０】
　以上のように、本発明によれば、赤外線発光ダイオードに供給すべき電流に応じて、必
要な電子部品群のみを実装させ、且つその電子部品群が実装される基板は兼用されるので
、空調室内機のリモコンだけに限らず、他の機器のリモコンにも有用である。
【符号の説明】
【００６１】
１１　第１送信回路用配線パターン
１２　第２送信回路用配線パターン
２０　基板２０
Ｄ１　赤外線発光ダイオード
Ｑ１　第１スイッチング素子
ＪＰ　ジャンパ線
【先行技術文献】
【特許文献】
【００６２】
【特許文献１】特開２００３－１４８７９０号公報
【特許文献２】特開２００６－３１１０５３号公報
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